
東京都内湾水生生物調査

13:00 ～ 13:41

＜調査地点＞ ＜底質状況、底生生物出現状況＞

平成28年9月16日地点名 St.6 調査年月日

フルイに残った試料。無酸素状態のため、現地では生きている生物は確認されなかった。 
シズクガイ、チヨノハナガイ、ムラサキイガイの死殻、貝殻片が多くみられた。 

底質の性状は、シルト（やわらかい泥）であった。 
底泥は、無酸素状態のため黒色（還元状態）で、弱い硫化
物臭（卵の腐った臭い）が感じられた。 

St.6 

中央防波堤 

平成28年度 東京都内湾水生生物調査 9月底生生物調査 速報 

東京港フェリーターミナルの正面で
採泥。航路であるため、水深は
12.4mと深い。水深７m以深は、無酸
素状態であった。 

 シズクガイ（死殻） ムラサキイガイ（死殻） チヨノハナガイ（死殻） 

東京港ﾌｪﾘｰﾀｰﾐﾅﾙ 
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水温〔℃〕 塩分 酸素量〔mg/L〕

調査時は赤潮（植物プランクトンの
異常増殖）が確認された。透明度は
1.3ｍ。 
海面の酸素量は12.6mg/L（167.0％）、
水色は褐色であった。 

透明度板 

内湾奥の泥底にも生息し、貧酸素水
域でも、酸素がある期間に短期的に
発生することが知られている。  

東京湾では代表的な汚濁指標種。内
湾潮下帯の軟泥底に生息する。  
貧酸素耐性があり、無酸素状態でも
水温25℃であれば１日間生存できる。 

外来種で、東京湾では代表的な付着
生物である。港湾の防波堤等に高密
度に付着する。調査地点に生息して
いたかどうかは不明である。 



東京都内湾水生生物調査

14:04 ～ 15:22

＜調査地点＞ ＜底質状況、底生生物出現状況＞

地点名 三枚洲（荒川河口） 調査年月日 平成28年9月16日

スピオ科、チロリ科等の多毛類が比較的多く確認された。 

平成28年度 東京都内湾水生生物調査 9月底生生物調査 速報 

荒川と旧江戸川の河口に残された 
天然の浅場。調査時の水深は2.3m 
あり、大潮の干潮時でも干出しない。 
すぐ横は、東京ディズニーリゾートで
ある。 

多毛類（スピオ科） 

三枚洲 

東京ディズニーリゾート 

フルイに残った試料。砂のほとんどはフルイの目合（1mm）を抜けてしまい、
貝殻片が少量残る程度。 

底質は細砂であったが、表面には河
川の出水によると思われる土砂（シ
ルト・粘土分）が堆積していた。8月中
～下旬にかけての台風及び前線に
よる大雨の影響と考えられる。 

アラムシロガイ 

多毛類（チロリ科） 

チヨノハナガイ 

紐形動物 

干潟から水深10mの砂泥底に生息
する。採取された死殻には、ツメタガ
イ（肉食性の巻貝）によると思われる
食痕が確認された。ツメタガイは、殻
に穴を開けて中の肉を食べる。 

バカガイ（死殻） 
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水温〔℃〕 塩分 酸素量〔mg/L〕

殻長1.5cm程度になる。殻は白色で
半透明、同心円状の肋がある。内
湾奥の泥底にも生息し、貧酸素水
域でも、酸素がある期間に短期的
に発生することが知られている。 

ツメタガイによると思われる食痕 

殻高1.5cm程度になる。殻の表面に
は粗い粒状突起が並ぶ。干潟から
水深3mの砂泥底に生息する。魚や
貝の死骸に集まり、『海の掃除屋』と
いわれる。 

ひも状の生き物で、多毛類の様な毛
は持たない。肉食性である。 



東京都内湾水生生物調査

9:42 ～ 10:44

＜調査地点＞ ＜底質状況、底生生物出現状況＞

地点名 St.31(多摩川河口） 調査年月日 平成28年9月16日

殻長4cm程度になる。東京湾のもの

は形が細くて、模様のコントラストが

強いものが多い。本地点では、小型

の個体が多く採取された。 
 
 

殻高1.5cm程度になる。殻の表面に

は粗い粒状突起が並ぶ。干潟から水

深3mの砂泥底に生息する。魚や貝

の死骸に集まり、『海の掃除屋』とい

甲幅4cm程度になる。転石の下、カ

キ殻の中、護岸の隙間などに生息

する。オスのハサミの付け根には、

毛の房がある。 
 

フルイに残った試料。砂のほとんどはフルイの目合（1mm）を抜けてしまい、
貝殻片が少量残る程度。 

平成28年度 東京都内湾水生生物調査 9月底生生物調査 速報 

多摩川河口から1.5km付近の浅場
であり、干潮時には川の中に入っ
て作業することができる。調査時の
水深は40cmであった。 

アラムシロガイ 

河口域の砂質干潟や砂底に深い巣
穴を掘って、その中に潜んでいる。
第１脚のハサミは、片方が大きい。 

タカノケフサイソガニ 

St.31 

東京国際空港 

底質はシルト混じりの細砂で、臭い
はない。 

ムロミスナウミナナフシ スナモグリ属 
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アサリ 

体長2cm程度になる。細長い円筒
状の体をしている。砂～砂泥質干
潟のごく表層部分に巣穴を掘って
生息する。 

ヒメシラトリ 

殻長3cm程度になる。淡水の影響

の強い内湾奥の泥底に深く潜って

生息している。 

 
 
 
 



東京都内湾水生生物調査

11:16 ～ 12:35

＜調査地点＞ ＜底質状況、底生生物出現状況＞

地点名 森ヶ崎の鼻 調査年月日 平成28年9月16日

殻長は10cmを超える。北米原産の
外来種で、東京湾の湾奥の泥底や
カキ礁周辺では多くみられる。食用
となり、最近はスーパーの鮮魚コー
ナーで見かけることも多い。 

干潮時に現れる干潟は、鳥類の休
息や採餌の場所となる。 

採取地点の底質は細砂であり、柔ら
かい泥は含まれていない。 

フルイに残った試料。貝殻片が混
じっていた。 

平成28年度 東京都内湾水生生物調査 9月底生生物調査 速報 

羽田空港の北側に残された天然の
干潟。森ケ崎水再生センターが隣
接する。歩いて入ることはできない。 

シナハマグリ（死殻） 

 

ホンビノスガイ 

東京湾の干潟では、普通にみられる
ヤドカリである。潮間帯から浅海域
にかけて生息する。『海の掃除屋』
的な役割も果たしている。 

ユビナガホンヤドカリ 

ヤマトシジミ 

森ヶ崎の鼻 

京浜島 

ホトトギスガイ 多毛類 
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殻長3cm程度になる。干潟から水深
10mの砂泥底に生息する。富栄養化
の進んだ海域では大発生し、互いに
足糸を絡ませて、泥の表面をマット
上に覆うことが多い。 

外来種で殻長8cm程度になる。東京湾
に生息する本種は、潮干狩り用に放
流されたものや、アサリ種苗に混入し
ていたものと考えられている。死後間
もない個体が干潟上で確認された。 

イトゴカイ科、ミズヒキゴカイ科等の
多毛類が確認された。干潟に生息
する多毛類は、シギ・チドリ等の鳥
類の餌として重要である。 

殻長4cm程度になる。河口干潟など
淡水の影響の強い、砂底から泥底
に生息する。 

＜周辺の状況＞ 



東京都内湾水生生物調査

8:24 ～ 9:30

＜調査地点＞ ＜底質状況、底生生物出現状況＞

地点名 多摩川河口干潟 調査年月日 平成28年9月16日

干潟上では、ヤマトオサガニが多く
みられた。 
 

底質はシルトが混じった細砂であり、
臭いはなかった。 
 

フルイに残った試料。貝殻片が多く
混じっていた。 

平成28年度 東京都内湾水生生物調査 9月底生生物調査 速報 

多摩川左岸側（東京都側）の海老取
川河口付近の干潟で調査を行った。 
 

ヤマトシジミ 

タカノケフサイソガニ 

多摩川河口では、普通にみられるカ
ニ。干潟上の漂着物の間、転石、護
岸の隙間等に生息している。 

ヤマトオサガニ 

多摩川河口干潟 

東京国際空港 

浮島 

甲幅4cm程度になる。柔らかい水分
の多い泥干潟に斜めの穴を掘って
巣穴を作る。巣穴の入り口には放
射状の浅い溝ができる。 

コウロエンカワヒバリガイ 

紐形動物 
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ひも状の生き物で、ゴカイ類の様な
毛は持たない。掘り返して採集する
と、細かくちぎれることが多い。肉食
性である。 

外来種で、内湾や河口域の転石や護
岸に付着する。ムラサキイガイより淡
水の影響の強い水域でみられる。 

多摩川河口域では最も多くみられる
二枚貝。漁獲対象となっており、潮
干狩りでも獲られている。水中から
植物プランクトンをろ過して食べるた
め、水質浄化に役立つと考えられて
いる。 ＜周辺の状況＞ 


